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要 約

本研究では，日常のトラブル場面における第三者的立場の子どもたちの教師への援助要

請に関する行動実行の利益とコストの予期に影響を及ぼす要因について，学級風土に着目

し，小学生を対象に質問紙調査を行った。大きくは以下の２つの示唆が得られた。（１）

学級風土の全体的な良好さが，教師への援助要請に関する行動の実行の利益とコストの予

期にポジティブな影響を及ぼす可能性が示唆された。（２）学級風土の各因子が与える影

響では，次のような可能性が示唆された。�全体的・�５年生：「規律正しさ」が教師へ
の援助要請利益の予期促進の可能性と，教師のネガティブな反応への予期を抑制すること

に繋がる可能性。「自然な自己開示」が自助努力への予期抑制につながる可能性。�６年
生：「規律正しさ」が教師への援助要請利益の予期促進の可能性，教師のネガティブな反

応への予期抑制の可能性。�男性：「自然な自己開示」が援助要請をして問題が解決され
ることへの予期促進の可能性，秘密が守られないことへの予期抑制の可能性，自分で解決

しようとすることの予期抑制の可能性。また，「規律正しさ」が教師のネガティブな反応

への予期抑制につながる可能性。�女性においては「学習への志向性」が教師への援助要
請の利益促進に，「学級への満足度」がネガティブな反応の予期抑制や秘密が守られない

ことへの予期抑制につながる可能性。

教員の場合は，自己のクラスの風土を意識し，日々の学級活動を通して，学級風土をよ

り良好な方向へと促していくことが，第三者的立場の児童の援助要請を促進させることに

繋がるのではなかろうか。スクールカウンセラーの場合は，学級風土をアセスメントし，

教諭へのコンサルテーションを通して，学級風土にアプローチしていくことで，子どもた

ちの援助要請を促すことに繋がることが考えられるではなかろうか。

【Key Word】いじめ，学級風土，援助要請

－ 15－

ｒｖｅｒ／跡見学園シリーズ／跡見学園女子大学／心理教育相談所紀要　第１８号／藤本／０１５‐０３０　学校での　菅 2022.05.17 1



� 問題と目的

文部科学省「令和元年度児童生徒の問題

行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関す

る調査結果について」（２０２０）ではいじめ

の認知件数は全体で６１２，４９６件であり，認

知されているいじめだけでも，多くのいじ

めが発生していることが考えられる。ま

た，調査学校総数において，いじめを認知

した学校の比率は全体で８２．６％であり，小

学校，中学校，高等学校では半数以上の学

校でいじめが認知されている（文部科学

省，２０２０）。

個人で問題を抱えた際，一人では解決が

難しい場合に他者に援助を求める行動をす

ることがある。他者に援助を求める行動は

援助要請と呼ばれ，社会心理学の分野で研

究がなされてきた。水野・永井（２０１８）は

いじめをいじめ被害感の指標を用いて扱

い，教師や友人へ援助要請を行うことがい

じめ被害に及ぼす影響を検討し，小学生に

おいて教師や友人に対しての被援助志向性

の高さがいじめ被害感を抑制することが示

された。水野・戸田（２０１４）の研究におい

ては，ソーシャルスキルが友人への被援助

志向性に正の影響を与えること，友人に対

する被援助志向性が被害感に負の影響を与

えることが示されている。つまり，被援助

志向性が高まるほど被害感が低減すること

が示されている。よって教師や友人への援

助要請はいじめ抑制に有効であると考えら

れる。本田（２０１８）の研究では，高校生に

おけるいじめ傍観者の被援助志向性といじ

め否定学級規範の関連を検討し，傍観者に

おいて被援助に対する期待感が高いほど学

級集団がいじめに否定的だと捉えること，

被援助に対する抵抗感が高いほど学級集団

がいじめに否定的であると捉えにくいこと

を明らかにしている。

援助要請研究の視点の一つに，援助要請

の実行と回避という考え方があり，それぞ

れポジティブ・ネガティブな結果が存在し

ている。援助要請に関する行動を取る側は

事前に援助要請行動に伴う利益とコストを

予測して，行動を実行，または回避するか

選択をする（高木，１９９７）。利益（ポジテ

ィブな結果）とコスト（ネガティブな結

果）の予期は高木（１９９７）の研究や永井ら

（２００７）の研究などいくつかの研究におい

て着目されてきた要因であり，援助要請に

関する要因として重要であると考えられ

る。

永井・新井（２００７）の研究では中学生を

対象に友人への援助要請と相談行動実行に

おける利益とコストの予期との関連を検討

している。そこでは，相談することにポジ

ティブな効果が期待された場合や相談しな

いことによって問題が維持されることが予

期された場合には相談行動が促進されるこ

とが示され，利益とコストの予期は援助要

請行動に関与していることが明らかになっ

ている。よって本研究では援助要請の関連

要因として，利益とコストの予期に着目す

る。

現代のいじめ集団の構造は「被害者」・

「加害者」・「傍観者」・「観衆」の四構造か

ら成り立っており，被害者・加害者だけで

なく，傍観者や観衆などの第三者的立場の

子どもたちもいじめの発生や解消に関わっ

ている（森田，２０１０）。いじめ場面におけ

る被害者・加害者の役割は固定されたもの

ではなく，双方の役割が逆転することも珍

しいことではなく（伊藤，２０１７），いじめ
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場面における役割は流動的であり，すべて

の児童が被害者・加害者・傍観者・観衆に

なり得る可能性がある。「いじめ防止対策

推進法」（文部科学省，２０１３）においても，

基本理念の中で，「他の児童等に対して行

われるいじめを認識しながらこれを放置す

ることがないように」とあることから，被

害者・加害者以外の立場（以下第三者的立

場）である児童生徒への対策も必要となっ

ている。そのため，いじめや人間関係間の

トラブルが起きた時に，特定の児童のみに

指導を行うのではなく，学校に在籍する児

童全体への働きかけが必要である。教師と

クラスに在籍する子どもとでは，クラス内

のいじめ認知には差があり，子どもと同

等，もしくはそれ以上に教師がいじめを認

知している学級は少ない（森田，１９８５）。

これらから，教師よりも，学級内の子ども

たちの方が，認知していることが考えられ

る。そこで，第三者的立場の子どもたちが

いじめ防止に向けた働きかけを行うことが

重要である。さらに，いじめ問題では被害

者自身は人間関係で好ましくない状況を何

度も経験している場合，自ら積極的に対応

しようとせず，あきらめる傾向がある（三

浦・坂野，１９９６）。これらのことから，い

じめ問題への早期の適切な介入につなげる

ために，被害者・加害者以外の関係者（以

下第三者）の子どもたちに焦点を当てた研

究は重要である。

これまでに第三者的立場に焦点を当てた

研究は多く行われてきている。被害者への

援助抑制の要因を検討した研究では，ネガ

ティブな感情への同情は，被害者への援助

行動に促進的な影響があることや（王・桜

木，２０１６），第三者へ役割取得を促すこと

がいじめ対策として有効であること（蔵

永・片山・樋口・深田，２００８），第三者が

被害者と友人関係かどうかが，援助行動抑

制に影響を与えること（大坪，１９９８），第

三者のアサーションスキルは援助行動を促

進すること（須藤，２０１７）が指摘されてい

る。塚本・田名場（２００７）はいじめ場面で

の第三者と被害者との関係性に着目した研

究を行い，被害者が親しい友人の場合は一

人で仲裁する旨の回答が最も多いことに対

して，親しい友人でない場合は，見て見ぬ

振りが最多の結果となっている。また，下

田・石津・大月（２０１６）は第三者が傍観・

仲裁行動を生起する心理要因について�自
尊心，�体験的回避傾向，�抑うつの３点
に着目し，検討を行った。第一に，自尊心

が変動しやすい（他者の評価によって揺れ

動く）人は自律的でない傍観行動を取るこ

とが明らかになっている。次に，体験的回

避傾向が高い生徒がいじめ場面に遭遇した

場合，傍観行動を，自分が体験している不

快な体験の回避行動として選択しており，

体験的回避傾向の程度と傍観行動の有無に

は関連があることが示唆されている。抑う

つに関して，身体的攻撃でないいじめにお

いては，傍観行動頻度と抑うつ得点は相関

であることを明らかにしている。藤野ら

（２０１３）は大学生に場面想定法で調査し，

いじめに対する第三者の反応に影響する要

因を，個人と状況に分けて検討している。

いじめ場面おいて，危険な風土（いじめの

被害者を助けることのよって自分がいじめ

の対象になる可能性，友人が離れていく可

能性が，ともに高い状況）と安全な風土

（いじめの被害者を助けることによって，

自分がいじめの対象になる可能性が低く，
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友人は自分を援助してくれる状況）では，

自分に危険が及ぶような風土が，安全な風

土よりも，傍観行動が多い。安全な風土場

面で，共感性の高低で比較した場合，高い

人は傍観行動が少なく，援助行動が多い。

しかし，危険な風土の場合では，共感性高

群・低群での行動の差はみられなかった。

共感性が高くても，自分に危険が及ぶよう

環境では傍観行動が多いことが明らかにな

った。傍観行動を取る第三者の同調意識の

生成メカニズムについての研究（齊藤，

２０００）では，個人の心理（ここでは優越意

識に着目した）の有無だけではいじめの深

化について完全に説明できるものではな

く，集団からの同調圧力や文化が重要な変

数になることを示唆している。

いじめ場面における第三者に関する研究

を概観したところ，多くは，第三者の個人

要因に着目して行われている。しかし藤野

ら（２０１３）や齊藤（２０００）の研究から，個

人の特性だけでなく，環境に着目した研究

が必要であると考えられる。児童・生徒に

とって環境とは，家庭や地域，学校などが

挙げられる。その中でも，文部科学省のい

じめの定義の中で「学校に在籍している等

当該児童生徒と一定の人的関係のある他の

児童生徒」と書かれており，「学校」とい

うキーワードが挙げられていることから，

本研究では学級風土を取り上げる。

学級風土とは，学級の心理社会的・個別

的性質を意味し，子どもの学業（学業達成

や動機づけ，学業的自己概念）・社会・行

動面（レジリエンスの獲得や攻撃性）の発

達などに影響を与えるものである（伊藤・

宇佐美，２０１７）。伊藤（２００９）は学級風土

を，「学級全体が持つ個別的な性質」と説

明している。学校内での児童への援助で

は，学級環境への配慮が必要であるため，

学級を見立てる方法として，学級風土質問

紙が作成されている。学級風土質問紙は学

級風土を多次元的に捉えることを目的とし

ており，児童個人の学級についての認知を

通じて，学級の個性を測定している。学級

のあり方を捉え，学級の強み，弱さを多面

的に検討できる。近年の研究では，肯定的

な学級風土形成を通し，問題の予防，成長

促進を目指すPBISプログラムが試行され

ており（池島・松山，２０１４），学校場面に

おける様々な問題を予防することを目的と

した研究において，良好な学級風土に焦点

を当てることは重要であると考えられる。

援助要請時の相談相手としては教師，ス

クールカウンセラーよりも友人や親といっ

たインフォーマルな資源が好まれる（永

井，２０１２）。その一方で，児童生徒は援助

を行うスキルが不十分であるために援助要

請をされた際に，適切な援助を与えること

ができない可能性があること（永井・新

井，２００７）や，問題が子どもたちだけでは

解決できない可能性があるものに関しては

身近な大人への援助要請が重要であると考

えられることから，子どもたちにとって大

人への援助要請は，問題解決において有効

である可能性が推察される。特に学校内で

の問題が発生した場合において身近な大人

は教師と言える。本田（２０１８）の研究で

は，友人への援助要請が研究されている一

方で，教師を相談相手とした援助要請に関

する研究の必要性も述べられている。中井

（２０１８）の研究では中学生における教師と

の関係の形成・維持に対する動機づけと，

教師への援助要請場面での利益とコストの
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予期や相談行動との関連を検討している。

その結果，先生と話すのは面白いなどの動

機づけや，教師との関係に個人的な意義を

見出して教師と関わるといった動機づけ

が，相談行動における利益の予期を促進さ

せ，コストの予期を抑制させる可能性を示

唆している。山中・平石（２０１５）の研究で

は中学生におけるいじめ被害時の教師への

援助要請意図について，生徒と教師の関係

性や深刻度に認知の関連を検討している。

その結果，いじめの種類に関わらず，生徒

と教師の関係性が援助要請に関連している

ことが示され，いじめ被害時に教師が相談

に乗ってくれることの期待が，教師への援

助要請を促進することが明らかにされてい

る。これは永井・新井（２００７）の相談行動

のポジティブな効果の予期が援助要請を高

める傾向と同様の傾向を表しており，第三

者の立場においても教師への援助要請に

は，援助要請行動の利益の予期が関わって

いると推察される。後藤・平石（２０１３）の

研究では，学級の援助要請規範が生徒の援

助要請に影響を与えることが示されてい

る。援助要請を肯定的に捉える学級に在籍

している生徒は，個人としても援助要請に

関する行動を取る傾向が明らかにされてい

る。このことから，第三者的立場であって

も，学級環境の良好さが援助要請の促進や

抑制に影響を及ぼす可能性が考えられる。

以上のことから本研究では，学校におけ

るトラブル場面において，環境要因である

学級風土が，教師に対する第三者的立場の

子どもたちの援助要請の利益とコストの予

期に及ぼす影響を明らかにすることを目的

として検討を行う。

なお，研究者のもともとの目的意識とし

て，「いじめ場面」における援助要請を想

定しているが，いじめを直接テーマとして

扱うことは学校現場では抵抗があるため，

「いじめ場面」ではなく「学校でのトラブ

ル場面」として研究を行う。

� 方法

１．調査協力者 関東圏内の小学生６６１名

（５年 生：男 子１８２名，女 子１７２名・６年

生：男子１６２名，女子１４５名）。

２．調査時期 ２０２１年７月

３．調査内容

（１） フェイスシート（学年，性別）

（２） 小学生用短縮版学級風土質問紙（伊

藤，２００９）：学級風土を測定する尺度。

「学級活動への関与」，「学級内の不和」，

「学級への満足度」，「自然な自己開示」，

「学習への志向性」，「規律正しさ」の６因

子，計２６項目，５件法。

�学級活動への関与：学級集団としての
活動への関心の高さと打ち込みの熱意を捉

える因子。計５項目。

�学級内の不和：学級組織の不和を問う
因子。計５項目。

�学級への満足度：学級に所属する楽し
さを問う因子。計４項目。

�自然な自己開示：個々に浮かぶ考えや
意見・気持ちを自由に表現できること，こ

れを支える個人を尊重する雰囲気を知るた

めの因子。計４項目。

�学習への志向性：教科学習場面での学
習活動の活性化と熱心さを問う因子。計４

項目。

�規律正しさ：学級内の秩序とルール提
示の明確さおよびその遵守の態度を問う因

子。計４項目。
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（３） トラブル場面のシナリオ：蔵永・片

山ら（２００８）で用いられたシナリオを参考

に，自作したトラブル場面のシナリオを日

常のトラブル場面として呈示した。

（４） 相談行動の利益とコスト尺度（永

井・新井，２００７）：相談行動の実行と回避

における利益とコストの予期を測定する尺

度。「ポジティブな効果」，「否定的応答」，

「無効性」，「秘密漏洩」，「自助努力」，「問

題の維持」の６因子，計２４項目，４件法。

�ポジティブな効果：相談行動実行によ
るポジティブな結果の予測の因子。計８項

目。

�否定的応答：相談行動実行による拒絶
などのネガティブな結果の予測を測定する

因子。計６項目がある。

�無効性：相談行動実行によるネガティ
ブな結果の予測を測定する因子。計４項

目。

�秘密漏洩：相談行動実行による秘密が
守られないことに関するネガティブな結果

の予測を測定する因子。計２項目。

�自助努力：相談行動回避による利益の
予測を測定する因子。計２項目。

�問題の維持：相談行動回避によるコス

トの予期を測定する因子。計２項目。

４．調査方法 事前に調査内容・配布につ

いて校長もしくは教頭へ説明・相談を行

い，同意を得た上で質問紙での調査を実施

した。依頼した小学校の校長もしくは教頭

より各学級の担任教諭へ質問紙を渡し，各

学級にて担任教諭から児童へ配布して回答

を求めた。質問紙と一緒に封筒も配布し，

回答後は封筒に入れ，児童が各自で封をし

てから担任教諭が回収した。

５．倫理的配慮 本学の研究倫理審査委員

会にて承認を得ている（受付番号２１－

００６）。

６．分析方法 学級風土尺度因子得点の高

低による利益とコストの予期の差異を検討

するために，一要因の分散分析を行った。

事前に学級風土尺度の因子得点によるクラ

スタ分析を行い，児童を３つのクラスタに

類型化した。クラスタ分析により抽出され

た「学級風土尺度得点高群」，「学級風土尺

度得点中群」，「学級風土尺度得点低群」を

従属変数として，学級風土尺度の因子であ

る「学級活動への関与」，「学級内の不

和」，「学級への満足度」，「自然な自己開

示」，「学習への志向性」，「規律正しさ」の

資料１ トラブル場面のシナリオ
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６項目を独立変数とし，一要因の分散分析

を行った。

次に，学級風土の各因子が利益とコスト

の予期に与える影響を明らかにするため

に，小学生用短縮版学級風土質問紙（伊

藤，２００９）の６因子を独立変数，相談行動

の利益とコスト尺度（永井ら，２００７）の６

因子を従属変数とした重回帰分析を行っ

た。

� 結果

１．学級風土尺度得点の高低による利益と

コストの予期の差異

はじめに，学級風土尺度の下位尺度得点

に基づいて，対象児童の類型化を行うため

に，クラスタ分析を実施した（Ward法）。

クラスタ分析を行うにあたり，学級風土の

下位尺度得点を標準得点として化し，算出

したうえで実施した。クラスタ分析の結

果，３クラスタ解を抽出した（Figure

１）。第一クラスタは，因子得点が高いグ

ループで，学級風土尺度得点高群と命名し

た。第二クラスタは，因子得点が中程度の

グループで，学級風土尺度得点中群と命名

した。第三クラスタは，因子得点が低いグ

ループで，学級風土尺度得点低群と命名し

た。

次に，「学級風土尺度得点高群」（３１４

名），「学級風土尺度得点中群」（２２６名），

「学級風土尺度得点低群」（１１９名）を従属

変数として，学級風土尺度の因子である

「学級活動への関与」，「学級内の不和」，

「学級への満足度」，「自然な自己開示」，

「学習への志向性」，「規律正しさ」の６項

目を独立変数とし，一要因の分散分析を行

い，利益とコスト尺度得点に差があるかを

検討した。（Table１）。

�従属変数「ポジティブな効果」におけ
る結果

有意差が認められ，多重比較を行った。

Figure1 学級風土尺度得点による類型
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「ポジティブな効果」では学級風土尺度得

点高群が利益とコストの予期尺度得点が高

く，次いで学級風土尺度得点中群，そして

学級風土尺度得点低群が最も低かった。

「否定的応答」では学級風土尺度得点高群

と学級風土得点中群よりも学級風土尺度得

点低群が利益とコストの予期得点が高かっ

た。「無効性」，「秘密漏洩」，「自助努力」

では学級風土尺度得点低群が最も利益とコ

ストの予期尺度得点が高く，次いで学級風

土尺度得点中群，そして学級風土尺度得点

高群が最も低かった。「問題の維持」では

有意差が見られなかった。

２．学級風土の各因子が利益とコストの予

期に及ぼす影響

伊藤（２００９）の小学生用短縮版学級風土

質問紙の６因子である「学級活動への関

与」，「学級内の不和」，「学級への満足度」，

「自然な自己開示」，「学習への志向性」，

「規律正しさ」を独立変数，永井・新井

（２００７）の相談行動の利益とコスト尺度の

６因子である「ポジティブな効果」，「否定

的応答」，「無効性」，「秘密漏洩」，「自助努

力」，「問題の維持」を従属変数とした重回

帰分析を行った（Table２）。

（１） 全体における重回帰分析の結果

�従属変数「ポジティブな効果」（Figure

２）

「学級への満足度」，「自然な自己開示」，

「規律正しさ」で有意差が認められた。「学

習への志向性」，「学級活動への関与」，「学

級内の不和」では有意差が認められなかっ

Table1 学級風土尺度得点による利益とコストの予期の差

Table2 学級風土が利益とコストの予期に及ぼす影響
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た。

�従属変数「否定的応答」（Figure３）

「学級活動への関与」，「学級内の不和」，

「学級への満足度」，「規律正しさ」では有

意差が認められた。「自然な自己開示」，

「学習への志向性」では有意差は見られな

かった。

�従属変数「無効性」（Figure４）

Figure2 学級風土と「ポジティブな効果」の関連（全体）

Figure3 学級風土と「ポジティブな効果」の関連
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「学級への満足度」，「規律正しさ」では

有意差が認められた。「学級活動への関

与」，「学級内の不和」，「自然な自己開

示」，「学習への志向性」では有意差が認め

られなかった。

�従属変数「秘密漏洩」（Figure５）

「学級内の不和」，「自然な自己開示」，

「規律正しさ」では有意差が認められた。

Figure4 学級風土と「否定的応答」の関連

Figure5 学級風土と「秘密漏洩」の関連
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「学級活動への関与」，「学級への満足度」，

「学習への志向性」では有意差が認められ

なかった。

�従属変数「自助努力」（Figure６）

「学級内の不和」，「自然な自己開示」，

「規律正しさ」では有意差が認められた。

「学級活動への関与」，「学級への満足度」，

「学習への志向性」では有意差が認められ

なかった。

�従属変数「問題の維持」
全ての項目において有意差は見られなか

った。

� 考察

１．学級風土尺度得点の類型に基づく利益

とコストの予期の差異

学級風土尺度の因子得点に基づき，「学

級風土尺度得点高群」，「学級風土尺度得点

中群」，「学級風土尺度得点低群」の３つの

群に類型化した。３群を従属変数として，

学級風土尺度の因子６項目を独立変数と

し，一要因の分散分析を行った。その結果

を以下に示す。

ポジティブな効果において，３群間に有

意差が見られた。学級風土学級風土が良好

なクラスに在籍していると捉える児童ほど

ポジティブな効果の予期する傾向が強いこ

とが示唆された。

否定的応答において，学級風土尺度得点

高群と学級風土尺度得点低群，学級風土得

点中群と学級風土尺度得点低群の間にそれ

ぞれ有意差が見られた。学級風土が良好で

はないクラスと捉える児童ほど，否定的な

対応の予期をする可能性が示唆された。

無効性において，３群間に有意差が見ら

れた。学級風土が良好なクラスに在籍して

いると捉える児童ほど相談行動にあたり，

相談無効性の予期が弱まる可能性が示唆さ

Figure6 学級風土と「自助努力」の関連
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れた。

秘密漏洩において，３群間に有意差が見

られた。学級風土が良好なクラスに在籍し

ていると捉える児童ほど相談行動にあた

り，秘密漏洩の予期が弱まる可能性が示唆

された。

自助努力において，３群間に有意差が見

られた。学級風土が良好なクラスに在籍し

ていると捉える児童ほど自分で問題を解決

しようとする傾向が弱まる可能性が示唆さ

れた。

問題の維持においては，多重比較の結

果，３群間に有意差は見られなかった。学

級風土の良好さは相談しないことによって

問題を維持するか否かの予期には影響しな

い可能性が示唆された。

以上のことから，学級風土が全体的に良

好であるクラスに在籍していると捉える児

童ほど，教師への援助要請の利益の予期が

高くなる可能性，コストの予期が低くなる

可能性が考えられる。

２．学級風土の各因子が利益とコストの予

期に及ぼす影響

伊藤（２００９）の小学生用短縮版学級風土

質問紙の６因子を独立変数，永井・新井

（２００７）の相談行動の利益とコスト尺度の

６因子を従属変数とした重回帰分析を行っ

た。その考察を以下に述べる。なお，本研

究の結果では，重回帰分析の決定係数がR２

＝．５０に達していいないため，はっきりと

した因果関係を説明することはできない。

影響について明確には言えないため，学級

風土が利益とコストの予期に与える影響に

ついて，大まかな方向性として述べるにと

どまる。

�ポジティブな効果

「学級への満足度」と「自然な自己開

示」，「規律正しさ」が「ポジティブな効

果」に正の影響を与えることが示された。

このことから学級に所属していることに楽

しさを感じられるクラス，個人の意見や考

えを表現することができるクラス，決めら

れたルールを守る傾向のあるクラスに在籍

している児童は教師へ援助要請に関する行

動をするにあたり，利益の予期が高まるこ

とが考えられる。特に「規律正しさ」がβ
＝．２４と値が最も高いことから，ポジティ

ブな効果の予期を促進するためには，ルー

ルを遵守するクラスを目指していくことが

有効であると推察される。

�否定的応答
「学級活動への関与」と「学級への不

和」が「否定的応答」に正の影響を与える

ことが示された。このことから，学級活動

への関心・かかわりが強いクラス，学級組

織の不和が高まっているクラスに在籍して

いる児童は教師への援助要請に関する行動

に対して，否定的な対応をされるのではな

いかという予期が高まる傾向が考えられ

る。一方で「学級への満足度」と「規律正

しさ」が「否定的応答」に負の影響を与え

ることが示された。このことから，学級に

所属していることに楽しさを感じられるク

ラスやルールを遵守するクラスに在籍して

いる児童は，教師への援助要請に関する行

動に対して，否定的な対応をされるのでは

ないかという予期が弱まることが考えられ

る。特に「規律正しさ」がβ＝―．２１と値が

最も高かったことから，相談への否定的応

答の予期を抑制させるためには，ルールを

遵守するクラスを目指していくことが有効

であると推察される。
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�無効性
「学級への満足度」と「規律正しさ」が

「無効性」に負の影響を与えることが示さ

れた。このことから学級に所属しているこ

とに楽しさを感じられるクラスやルールを

遵守するクラスに在籍している児童は，教

師への援助要請に関する行動に対して，相

談しても良くならないではないかと予期す

る傾向が弱まることが考えられる。特に

「規律正しさ」がβ＝―．２２と値が最も高か

ったことから，相談無効性の予期を抑制す

るためには，ルールを遵守するクラスを目

指していくことが有用であると推察され

る。

�秘密漏洩
「学級への不和」が「秘密漏洩」に正の

影響を与えることが示された。このことか

ら，学級組織の仲が不和であるクラスに所

属している児童は，教師への援助要請に関

する行動をすると秘密が漏れるのではない

かと予期することが高まると推察される。

一方で，「自然な自己開示」と「規律正し

さ」が「秘密漏洩」に負の影響を与えるこ

とが示された。このことから，個人の意見

や考えを表現することができるクラスや

ルールを遵守するクラスに在籍している児

童は教師への援助要請に関する行動に対し

て，秘密が守られないことへの予期は弱ま

る可能性が考えられる。特に「自然な自己

開示」がβ＝―．２２と値が最も高かったこと

から，秘密漏洩の予期を抑制するためには

個人が自由に考えや意見を表現できるよう

なクラスを目指していくことが有用である

と推察される。

�自助努力
「学級への不和」が「自助努力」に正の

影響を与えることが示された。このことか

ら，学級組織の仲が不和であるクラスに在

籍している児童は，自己で問題を解決した

い傾向が高まることが考えられる。一方で

「自然な自己開示」と「規律正しさ」が

「自助努力」に負の影響を与えることが示

された。このことから，個人の意見や考え

を表現することができるクラスやルールを

遵守するクラスに在籍している児童は，自

分で問題を解決しようとする傾向が弱まる

ことが考えらえる。特に「自然な自己開

示」がβ＝―．１６と値が最も高かったことか

ら問題の維持の予期を抑制するためには個

人が自由に意見や考えを表現できるクラス

を目指していくことが有用であると考えら

れる。

�問題の維持
学級風土尺度の全ての因子から有意なパ

スが見られなかったことから，問題の維持

においては学級風土の影響は低いことが考

えられる。

以上から，「学級への満足度」，「自然な

自己開示」，「規律正しさ」は教師への援助

要請に関する行動の実行利益の予期を促進

されることが予測される。「学級への満足

度」，「自然な自己開示」，「規律正しさ」は

教師への援助要請に関する行動回避の予期

を抑制する可能性が考えられる。特に「自

然な自己開示」と「規律正しさ」が利益促

進要因と回避抑制要因に重要であることが

分かった。また，学級組織の不和は教師へ

の援助要請に関する行動実行の回避を促進

させる要因になり得ることが考えられる。

３．総合考察

本研究では，学校におけるトラブル場面
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において，環境要因である学級風土が，教

師に対する第三者的立場の子どもたちの援

助要請の利益とコストの予期に及ぼす影響

を明らかにすることを目的として検討を行

った。その結果，以下のようなことが明ら

かになった。

（１）学級風土の全体的な影響について

学級風土が全体的に良好であるクラスに

在籍していると捉える児童ほど，教師への

援助要請の利益の予期が高くなる可能性，

コストの予期が低くなる可能性が考えらえ

る。よって，学級風土の良好さが，教師へ

の援助要請に関する行動の実行の利益とコ

ストの予期にポジティブな影響を及ぼす可

能性が示唆された。学級風土をアセスメン

トし，良好な方向に促すことは援助要請促

進への介入の一助になる可能性が考えられ

る。

（２）学級風土の各因子の影響について

学級風土の各因子が与える影響では，全

体的に見た場合にルールを遵守するクラス

であると認識していることが，援助要請を

して問題が解決されることへの予期を促進

する可能性につながることが考えられるで

あろう。また，相談時に教師がネガティブ

な反応を返すことへの予期を抑制すること

にもつながる可能性が考えられるであろ

う。秘密が守られないことへの予期抑制に

は，個人の意見や考えを自由に表現できる

クラスづくりが大切であろう。また，一人

で問題を抱えることの予期抑制にも自己開

示ができるクラスづくりが重要であると考

えられるであろう。

研究全体を通して，教師への援助要請利

益の予期を促し，コストの予期を抑制する

ためには，特に，ルールを遵守するような

風土，個人の考えや意見を自由に表現でき

る風土が重要であると考えられるであろ

う。

これらのことから，教員の場合は，自己

のクラスの風土を意識し，日々の学級活動

を通して，学級風土をより良好な方向へと

促していくことが，援助要請を促進せるこ

とに繋がることが推察されるであろう。

スクールカウンセラーの場合は，問題を

抱えているクラスに出向き，学級風土をア

セスメントし，教諭へのコンサルテーショ

ンを通して，学級風土にアプローチしてい

くことで，子どもたちの援助要請を促すこ

とに繋がることが考えられるであろう。

４．本研究の限界と今後の課題

�本研究では，いじめを根底のテーマと
して調査を行ったが，質問紙内では「いじ

め場面」ではなく「トラブル場面」として

扱った。また，「トラブル場面」のシナリ

オでは登場人物の性別，仲の良さを規定せ

ず，児童の想像に委ねた。これらのことか

ら，今回のシナリオではいじめ場面を忠実

に想定してもらうには限界があったと考え

られる。今後，より一層厳密にいじめに関

する研究を行う場合には，用いるシナリオ

に工夫が必要であると考えられる。

�今回の重回帰分析では，決定係数が十
分ではなく，学級風土が利益とコストの予

期に与える影響はあくまで大まかな傾向と

しての説明にとどまった。学級風土だけで

は教師への援助要請の利益とコストへの予

期の促進の説明が不十分であることや，環

境要因として学級風土以外の要因が関係し

ている可能性が考えられる。今後，他の環

境要因の検討や，環境要因と個人要因との
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組み合わせたうえでの検討が求められるで

あろう。
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